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　ジーシー社のパターンレジンは30
年以上前から精密なパターン作製や
連結固定などに幅広く使われていた
が、このたびパターンレジンXFとして
新発売された。パターンレジンXFは

　ジーシー社の筆（No.4）で築盛を行
ったが、旧製品と同様に毛先の操作性
は良好でコントロールもしやすかった。
モノマーとポリマーの馴染みも良く、
気泡の介在もほとんどなくカーバイド
バーでの切削も滑らかであった。

　ダブルクラウンの外冠をパターンレ
ジンXFにて作製した。マージン部か
らボディにかけて均一にパターンレジ
ンXFを築盛し、カーバイドバーにて
0.3〜0.4mmの厚さに調整しワックス
アップを行った。パターンレジンXFを
鋳造した内面は気泡や面荒れもなく、
なめらかな鋳造面が得られ、ほとんど
調整せずに適合させることができた。
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新しくなった
パターンレジンXFの臨床応用

ポリマーの微細化により従来品と比べ
て低熱膨張、低重合収縮を実現し、さら
に焼却性も改良されたことからパター
ンレジンXFを実際の臨床で使用して
みた結果を報告する。

パターンレジンXF

③技工用カーバイドバー〈H.P.用〉で切削。 ④筆は液を浸しティッシュできれいにすることで
使い勝手の良さを長持ちさせることができる。

①作製した外冠パターンの厚みをデバイス
で確認。

③窓開け後、外冠パターンに
リテンションビーズを付与。

④鋳造・調整後、ダブルクラウ
ンの内冠上に適合させた状態。

⑤外冠の内面。

②インレーワックス〈ミディアム〉で盛り上げ。

①筆先に一塊となり操作性は良好。 ②ダブルクラウン内冠上に築盛。
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①デンチャーのクラスプをパターンレジンXF
で作製。

　パターンレジンXFは固定や連結時
の操作性が良く、作業が簡単に行うこ
とができた。また、重合時の収縮も少
ないので、固定によるポジションの狂
いが生じにくく、精度の高いろう着作
業を行うことができた。

2-4．デンチャーのクラスプ固定+ろう着

①パターンレジンXFを用いてクラスプの
固定を行う。

②ろう着直後。

④完成したパーシャルデンチャー。③ろう着後、人工歯を排列。

②鋳造後に模型に適合させて良好な適合を
確認。

　複模型を作らず、作業用模型に直接
キャストクラスプの作製を行った。この
時にパターンレジンXFをやや多めに築
盛することで、維持形態を確認しながら
切削・研磨により、厚みを任意にコント
ロールすることができる。パターンレジ
ンXFで作製したクラスプ内面がきれ
いなことと、レジンの弾性により適合の
良いクラスプを作製することができた。

2-2．デンチャーのクラスプのパターン作製

パーシャルデンチャーのレストをパターンレジンXFで作製。

　パターンレジンXFは築盛時にほど
良い粘性があり、レストを作製する際も
簡便に作業が行えた。

2-3．パーシャルデンチャーのレストの作製
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　前歯部欠損で金属床の増床を、複模
型を作らずに行ったケースである。作
業用模型にダイレクトにパターンレジ
ンXFでベースを作りワックスで細部
を作製した後、鋳造を行った。旧義歯
のメインフレーム部に新しく鋳造した
メタルフレームをパターンレジンXFに
て固定し、ろう着を行った。通常のろう
着や鋳造よりもレジンの使用量が多い
ケースであったが、パターンレジンＸＦ
の重合収縮や熱膨張が小さいことで良
好な結果を得ることができた。

2-5．金属床の増床

　作業用石こう模型にインプラントロ
ケーターアタッチメントを再現したケー
ス。このようなケースでは印象の支台
歯部に先にパターンレジンXFを流し、
その後石こうを注入して模型を作製す
ることで、石こう模型の支台歯で作業
を行うよりも強度の面で安心して作業
を行うことができる。パターンレジン
XFは重合時の収縮が少ないため、こ
のような大きなケースにも応用してい
けると考えている。ロケーターの他に
内外冠やOリングなどにも活用できる
であろう。

2-6．インプラントオーバーデンチャー（IOD）の支台作製

②パターンレジンXFで増床部のベースを作製。①前歯部が欠損した旧義歯の修理。

④増床部の鋳造後、パターンレジンXFで固定。③増床部の鋳造。

A-①ロケーター部にパターンレジンXFを
使用。

B-①ロケーター部にパターンレジンXFを
使用。

A-②ロケーターメールを装着したところ。

B-②ロケーターメールと金属床を装着後。

⑤ろう着した後、石こう模型に適合させた様子。 ⑥人工歯を排列し、完成した義歯。

C A S E
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　さまざまな症例を行った結果、操作
性は硬化時間も含め旧パターンレジン
との違いはほとんど感じなかったが、
ポリマーの粒子が旧パターンレジンよ
り細かく感じられた。実際にパターン
レジンＸＦを使用してみると築盛したレ
ジンパターンの内面はとてもなめらか
であり、それをキャストした時の内面

も同様にとてもなめらかであった。特
に旧パターンレジンに比べて、低熱膨
張・低重合収縮のため、ろう着時のポ
ジションの狂いなどもほとんどなく、
鋳造後の適合も良好であった。今後、
低膨張の石こうに戻し作業をしたり、
作業模型上で直接パターンを作製し、
ろう着やキャストにも使えるのではな

いだろうか。完全に焼却するため、ＦＭ
Ｃ、インレーなどにも使用することが
できると考える。この新しいパターン
レジンXFは日々の臨床において材料
によるレベルアップの効果を感じられ
る製品ではないだろうか。

おわりに
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　パターンレジンXFでワックスパタ
ーンの補強を行うことで、作業模型か
らの引き抜き時の変形を防ぐことがで
きる。このケースではそれらを金属に
置き換え、義歯の一部に適用すること
で変形の少ない義歯を作製すること
ができた（私はCPデンチャー〈コンビ
ネーション・プレートデンチャー〉と呼
んでいる）。

2-7．メタルフレーム作製のための補強

①パターンレジンXFでワックスパターン
の補強を行う。

②完成した義歯。
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